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日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 を 目 指 し た 実 践 事 例
大 西 智 和 ＊
1 ． は じ め に
筆 者 は 昨 年 度 に 続 き ， 日 置 市 と の 包 括 連 携 協 定 に 基 づ く 連 携 事 業 （ 日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 ）
へ の 取 り 組 み の 一 環 と し て ， 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 を と お し て ， 地 域 振 興 ・ 観 光 振 興 へ の 寄 与 を 目
指 し た 研 究 を 進 め て い る 。
2 0 1 8 年 度 は 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 現 状 の 観 察 や 資 料 調 査 ， 博 物 館 活 動 に 市 民 の 参 画 を 取 り 入 れ て い る 博
物 館 の 事 例 調 査 ， 地 域 の 活 性 化 に 文 化 ． 自 然 遺 産 や 文 化 財 を 活 用 し て い る 事 例 調 査 （ 大 西 2 0 1 9 a ) な ど を
行 っ た 。 ま た ， 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 に 役 立 て る 目 的 で ， ア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 し た 。 2 0 1 9 年 度 に
は ， 昨 年 実 施 し た ア ン ケ ー ト 調 査 の 分 析 （ 大 西 2 0 1 9 b ) , 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 が 所 蔵 す る 資 料 と 関 連 す る
史 跡 ． 遺 跡 の 情 報 収 集 を 行 っ た 。 さ ら に ， ア ン ケ ー ト 調 査 か ら 得 ら れ た 指 針 や こ れ ま で の 資 料 調 査 を 取 り
入 れ て ， 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 を 目 指 し た 特 別 企 画 展 示 を ， 鹿 児 島 国 際 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム で 開 催 す
る こ と と し た 。
本 稿 で は ， こ の 特 別 企 画 展 示 の コ ン セ プ ト や 展 示 の 内 容 ， 資 料 館 活 性 化 を 意 図 し た 工 夫 な ど に つ い て 述
べ た い 。
2 ． 日 置 市 歴 史 民 俗 資 料 館 に つ い て
日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 （ 図 1 ） は 日 置 市 吹 上 町 中 原 2 5 6 8 番 地 に 所 在 す る 。 日 置 市 役 所 支 所 の 近 隣 ，
吹 上 中 央 公 民 館 の 隣 と い う 好 条 件 の 立 地 で あ る 。 旧 吹 上 町 の 施 設 と し て 昭 和 5 7 ( 1 9 8 2 ) 年 に 開 館 し ， 平 成
1 7 ( 2 0 0 5 ) 年 の 合 併 に よ る 日 置 市 の 誕 生 以 後 は 日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 と し て 現 在 に 至 っ て い る 。
吹 上 町 の 歴 史 と 民 俗 に つ い て 実 物 資 料 を 中 心 に 展 示 さ れ て い て ， 歴 史 部 門 で は ， 旧 石 器 時 代 か ら 近 ・ 現
代 ま で の ， 吹 上 町 の 歴 史 を 概 観 す る こ と が で き る 。 と く に ， 戦 国 島 津 氏 の 基 礎 を つ く っ た 伊 作 島 津 氏 1 0 代
領 主 忠 良 （ 日 新 公 ） を は じ め ， 伊 作 島 津 氏 に 関 係 す る 展 示 は 充 実 し て い る （ 図 2 ) 。 民 俗 部 門 は 吹 上 町 内 で
使 わ れ て い た 民 具 や ， 町 内 の 祭 り に 関 す る 資 料 が 展 示 さ れ て い る （ 図 3 ) 。 開 館 日 時 は 平 日 の 9 時 か ら 1 6 時
3 0 分 ， 資 料 館 の 担 当 者 は 常 駐 し て い な い た め ， 観 覧 希 望 の 場 合 は あ ら か じ め 連 絡 す る 必 要 が あ る 。 入 館 料
は 有 料 で ， 大 人 1 1 0 円 ， 小 ・ 中 ・ 高 生 5 0 円 で あ る 。
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図 3 民 俗 部 門 展 示
3 ． 日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 に つ い て
ア ン ケ ー ト 調 査 は 2 0 1 8 年 1 1 月 2 5 日 に 日 置 市 伊 集 院 文 化 会 館 で 実 施 し た 。 こ の 日 に 文 化 会 館 で 行 わ れ た 明
治 維 新 1 5 0 周 年 記 念 事 業 「 お じ ゃ っ た も ん せ l ひ お き 明 治 維 新 博 」 記 念 講 演 会 ，「 小 松 帯 刀 と 明 治 維 新 一 大
政 奉 還 を 中 心 に － 」 （ 講 師 桐 野 作 人 氏 ) ， お よ び 企 画 展 へ の 来 場 者 に ア ン ケ ー ト 用 紙 を 配 布 し , 9 1 枚 の 回 答
を 回 収 す る こ と が で き た 。
ア ン ケ ー ト の 項 目 は ， 居 住 地 性 別 ， お お よ そ の 年 齢 ， 日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 来 館 の 有 無 ， 来 館 時
の 印 象 ， 再 訪 の 意 思 の 有 無 来 館 経 験 の 無 い 場 合 の 理 由 ， ど ん な 展 示 が あ れ ば 見 て み た い の か ， 資 料 館 の
中 に あ れ ば 良 い と 思 う 設 備 ， 資 料 館 に 対 す る 意 見 や 要 望 に つ い て で あ る 。
回 収 し た 回 答 に は 本 資 料 館 の 活 性 化 に つ な げ る こ と が で き る と 思 わ れ る こ と が 多 く 含 ま れ て い た 。
来 館 未 経 験 の 理 由 と し て ， 資 料 館 の 存 在 が 認 知 さ れ て い な い こ と が 大 き か っ た 。 こ の こ と か ら ， 吹 上 地
域 以 外 の 日 置 市 居 住 者 や 日 置 市 外 の 居 住 者 に 対 し て ， 資 料 館 の 周 知 を 図 る こ と が ま ず は 必 要 で あ る と 考 え
ら れ た 。
来 館 経 験 は 「 男 性 」 で 「 4 0 歳 以 上 の 年 齢 層 」 が 高 い 傾 向 に あ っ た 。 こ の こ と か ら ， 資 料 館 の 活 性 化 の た
め に は ， 女 性 や 若 年 層 へ の ア ピ ー ル の 必 要 性 が う か が え た 。 し か し ， 発 想 を 変 え て ， 来 館 し て も ら え る 傾
向 が 高 い ， 「 男 性 」 ・ 「 4 0 歳 以 上 の 年 齢 層 」 を タ ー ゲ ッ ト と す る 特 別 企 画 展 示 は ， 来 館 者 増 に つ な が る と も
考 え ら れ る 。 こ の 層 は ， 歴 史 に も 関 心 が 高 い と 考 え ら れ る た め ， 吹 上 地 域 に 所 在 す る 寺 院 跡 や 城 跡 ・ 遺 跡
と ， そ れ ら と 関 連 す る 資 料 を 用 い る こ と は 有 効 で あ る と 思 わ れ た 。
「 一 6 1
－ 0 乙 一
日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 を 目 指 し た 実 践 事 例
: 祭 器 芋 導 魯 ､
割 火 弦 孝 違 秒 挺
大 汝 牟 遅 神 社 は 日 置 市 吹 上 町 中 原 に あ り ､ 大 汝 牟 壷 嚴
ー T 毎 町 … … ､手 工 4 …
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仲 哀 天 皇 、 仁 徳 天 皇 を ご 祭 神 と し て い ま す . 伊 作 島 津 家 の
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錠 久 ､ 綻 弘 ､ 棄 久 . 光 久 等 の 遮 俄 の 妃 鹸 が 神 社 に 賎 う て い
ま す ．
祉 鰹 l = け 團 飴 千 年 以 上 と さ れ ､ 幹 回 1 N ± 1 4 m も あ る 御 神 木
や . 「 イ シ ノ コ ン ボ サ ア ｣ と レ ウ 子 授 け ・ 安 産 の 厘 掛 廿 石 な ど
も あ り ま す ．
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主 な 行 事 と 神 事 は ､ 折 年 無 ( 佃 島 唖 神 事 ・ 3 月 第 2 日 咽
f 星 鐸
日 よ り ) 、 秋 餓 り ( 涜 靖 馬 ・ 1 1 凡 塑 日 ) な ど が あ り ､ 涜 錨 ‘ 喝 は
亜 児 島 県 の 無 形 民 曜 文 化 財 に 登 鹸 さ れ て い ま す ．
神 社 か ら 1 5 0 函 ほ ど の 所 に は .「 千 本 楠 」 と 呼 ば れ る 横 の
大 仁 が 詳 生 す る 夷 が あ り ま す ．
叱 卜 歴 4 ， 民 俗 資 料 僅 在 汁 . 大 汝 牟 避 神 社 か ら 寄 託 さ れ た ､
貫 宇 ，
島 津 忠 良 が 奉 納 し た と さ れ る 鰻 、 日 侭 市 で 最 も 古 い 文 書 で
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あ る 島 沐 義 久 黒 印 状 ､ 1 図 面 の 胴 鏡 . 島 津 斉 宣 の 筆 F r ス 嘩
冊 な ど 争 < の 街 料 が 展 示 ・ 収 蔵 さ れ て い ま す ．
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図 4 制 作 し た パ ネ ル の 例 （ 大 汝 牟 遅 神 社 ）
来 館 時 の 印 象 で 挙 げ ら れ た ， 「 本 物 で 貴 重 な 資 料 が 多 い 」 と い っ た 好 意 的 な 意 見 ， 資 料 館 に つ い て の 意
見 や 要 望 で 寄 せ ら れ た 「 企 画 展 や 展 示 品 の 更 新 を 行 っ て ほ し い ｣ ， 「 伊 作 島 津 氏 発 祥 の 地 と い う こ と を 広 く
知 っ て も ら え る よ う に し て ほ し い ｣ ， 資 料 館 内 に あ る と 良 い 施 設 で も っ と も 多 く の 要 望 が 寄 せ ら れ た 「 観
光 案 内 所 」 な ど の 意 見 や 要 望 に も 応 え ら れ る 特 別 展 示 が ， 資 料 館 の 活 性 化 に 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。
4 ． 企 画 し た 特 別 展 示
4 . 1 特 別 企 画 展 の コ ン セ プ ト
ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 や こ れ ま で に 実 施 し た 実 地 調 査 ， 資 料 収 集 フ ィ ー ル ド ワ ー ク の 結 果 を 基 に ， 特
別 企 画 展 の タ イ ト ル は 「 つ な が る － 日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 と 史 跡 ・ 遺 跡 一 」 と し ， 開 催 は 鹿 児 島 国 際
大 学 ミ ュ ー ジ ア ム で 行 う こ と と な っ た 。
日 置 市 吹 上 地 域 に 所 在 す る 著 名 な 史 跡 や 遺 跡 と ， 資 料 館 に 収 蔵 さ れ て い る そ れ ら の 史 跡 ・ 遺 跡 と 関 係 す
る 資 料 と を 結 び 付 け る 形 で 展 示 し ， 資 料 館 が 収 蔵 す る 資 料 の 魅 力 や 価 値 を 知 っ て も ら う と と も に ， 資 料 が
所 蔵 さ れ て い た り ゆ か り が あ っ た り す る 史 跡 ， そ れ ら が 出 土 し た 遺 跡 も あ わ せ て 知 っ て も ら い ， さ ら に は ，
そ の よ う な 史 跡 ・ 遺 跡 を 実 際 に 訪 ね て そ の 魅 力 に も 触 れ て も ら い た い ， と い う こ と を 意 図 し て 企 画 し た 。
実 際 に 今 回 取 り 上 げ た 史 跡 や 遺 跡 の 多 く は ， 鹿 児 島 県 や 日 置 市 の 文 化 財 に 指 定 さ れ て お り ， 見 学 し や す い
よ う 整 備 さ れ て い る 場 合 も 多 く ， 積 極 的 に 活 用 を 図 る べ き 資 産 で あ る 。
取 り 上 げ た 史 跡 ． 遺 跡 の 説 明 の た め の パ ネ ル を 制 作 し た が ， 説 明 は で き る だ け 短 く 簡 潔 に な る よ う に し
た 。 ま た ， パ ネ ル 中 に も 画 像 を 複 数 用 い て ， よ り わ か り や す い も の に な る よ う 努 め た （ 図 4 ) 。 な お ， 説 明
の 解 説 文 は 現 地 に 立 て ら れ て い る 案 内 板 日 置 市 や 旧 吹 上 町 が 発 行 し た 案 内 の パ ン フ レ ッ ト ， 遺 跡 の 報 告
= , 2 0 1 7 年 度 に 鹿 児 島 国 際 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム で 開 催 さ れ た 特 別 企 画 展 「 吹 上 の 考 古 学 史 を た ど る 」 の 際 に
制 作 さ れ た パ ネ ル ， 鐘 ヶ 江 ( 2 0 1 8 ) や 常 田 ( 2 0 1 8 ) な ど を 参 照 し て 作 成 し た 。
今 回 の 企 画 展 示 に 合 わ せ て ， 企 画 展 の 内 容 を イ メ ー ジ と し て 伝 え る こ と を 意 図 し た 3 分 程 度 の 動 画 を 制
作 し た 。 展 示 で 紹 介 す る 史 跡 ・ 遺 跡 と そ れ に 関 連 す る 資 料 を ， 短 い 説 明 で 紹 介 す る 内 容 の も の で あ る 。 こ
の 動 画 は ， 展 示 へ の 導 入 部 と 位 置 づ け ， 開 館 時 間 中 常 時 再 生 す る 。 ま た ， 特 別 企 画 展 の 開 催 場 所 や 期 間 な
ど の 情 報 を 補 足 し て ユ ー チ ュ ー ブ な ど の 動 画 共 有 サ ー ビ ス に よ っ て 公 開 し ， 特 別 企 画 展 示 の 宣 伝 に も 役 立
て る つ も り で あ る 。
展 示 と 関 連 し て ， 日 置 市 全 域 の 文 化 財 の 紹 介 や 吹 上 地 域 の 様 々 な こ と を 紹 介 す る 動 画 「 吹 上 チ ャ ン ネ ル 」
も 取 り 上 げ た 。
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図 5 大 汝 牟 遅 神 社 関 係 展 示 資 料 図 6 千 本 楠 の パ ネ ル
4 . 2 取 り 上 げ た 史 跡 ・ 遺 跡 と 展 示 資 料
大 汝 牟 遅 神 社
大 汝 牟 遅 神 社 は 日 置 市 吹 上 町 中 原 に あ り ， 大 汝 牟 遅 命 （ 大 巳 貴 神 ・ 大 国 主 命 ) ， 玉 依 姫 命 ， 応 神 天 皇
神 功 皇 后 ， 仲 哀 天 皇 ， 仁 徳 天 皇 を 祭 神 と し て い る 。 伊 作 島 津 家 の 宗 社 と し て ， 歴 代 当 主 の 尊 崇 も 厚 く ， 忠
良 （ 日 新 公 ) ， 貴 久 ， 義 久 ， 義 弘 ， 家 久 ， 光 久 等 の 造 営 の 記 録 が 神 社 に 残 っ て い る 。
社 殿 に は 樹 齢 千 年 以 上 と さ れ ， 幹 回 り は 1 4 m も あ る 御 神 木 や ，「 イ シ ノ コ ン ボ サ ア 」 と い う 子 授 け ・ 安
産 の 願 掛 け 石 な ど も あ る 。
主 な 行 事 と 神 事 は ， 祈 年 祭 （ 田 島 殿 神 事 ･ 3 月 第 2 日 曜 日 よ り ） ， 秋 祭 り（ 流 鏑 馬 ･ l 1 月 2 3 日 ） な ど が あ り ，
流 鏑 馬 は 鹿 児 島 県 の 無 形 民 俗 文 化 財 に 指 定 さ れ て い る 。
吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 に は ， 大 汝 牟 遅 神 社 か ら 寄 託 さ れ た ， 島 津 忠 良 が 奉 納 し た と さ れ る 箙 ， 日 置 市 で 最
も 古 い 文 書 で あ る 島 津 義 久 黒 印 状 , 1 2 面 の 銅 鏡 島 津 斉 宣 の 筆 に よ る 短 冊 な ど 多 く の 資 料 が 展 示 ・ 収 蔵 さ
れ て い る 。
本 企 画 展 で は ， 銅 鏡 3 面 と ， 箙 お よ び 島 津 義 久 黒 印 状 の パ ネ ル を 展 示 し た （ 図 5 ) 。
千 本 楠
大 汝 牟 遅 神 社 の 参 道 脇 神 社 か ら 1 5 0 m ほ ど の 所 に 大 楠 の 森 が あ り ， 太 い 幹 や 繁 る 枝 葉 は 雄 大 で 幻 想 的
で あ る 。 明 治 4 3 ( 1 9 1 0 ) 年 の 日 英 博 覧 会 に 出 品 さ れ た 切 り 株 は ， 樹 齢 8 0 0 年 以 ~ 上 と 推 定 さ れ て い る 。 こ の
地 は 平 成 2 8 ( 2 0 1 6 ) 年 に 放 送 さ れ た N H K 大 河 フ ァ ン タ ジ ー 「 精 霊 の 守 り 人 」 の ロ ケ 地 に も な っ て い る 。
日 置 市 の 天 然 記 念 物 に 指 定 さ れ て お り ， 本 企 画 展 示 で は ぜ ひ 訪 れ て も ら い た い 場 所 と し て ， パ ネ ル で 紹 介
し た （ 図 6 ) 。
常 楽 院 ・ 妙 音 十 二 楽 （ 図 7 ）
建 久 7 ( 1 1 9 6 ) 年 , 京 都 の 天 台 宗 常 楽 院 の 住 職 で あ っ た 宝 山 検 校 は ， 島 津 氏 初 代 忠 久 に 従 い 薩 摩 に く だ り ，
田 尻 中 島 に 常 楽 院 を 建 立 し た と 伝 え ら れ て い る 。 歴 代 の 住 職 は 各 地 で 島 津 氏 の 威 徳 高 揚 に つ と め ， 琵 琶 を
吟 弾 し て 仏 法 を 広 め た 。 そ の 際 に 弾 奏 さ れ た 琵 琶 が 薩 摩 琵 琶 に 発 展 し て い っ た と 言 わ れ て い る 。
妙 音 十 二 楽 は 鹿 児 島 県 指 定 の 無 形 文 化 財 に 指 定 さ れ て お り ， 毎 年 1 0 月 1 2 日 に 常 楽 院 で 行 わ れ て い る（ 図
8 ) 。 南 九 州 各 地 の 僧 が 集 ま し )， 琵 琶 ・ 太 鼓 ・ 笛 ・ ホ ラ 貝 等 8 種 の 楽 器 に よ っ て 合 奏 す る 。 寺 院 で 演 奏 さ れ
て い た 音 楽 の 流 れ を く む 特 色 あ る 芸 能 で あ る 。
吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 に は ， 妙 音 天 ， 宝 山 検 校 の も の と さ れ る 琵 琶 金 属 製 の 法 具 な ど が 収 蔵 さ れ て い る 。
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図 8 妙 音 十 二 楽 （ 鐘 ケ 江 賢 二 氏 撮 影 ）
図 7 常 楽 院
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図 1 0 天 昌 寺 伊 作 島 津 家 墓 所
図 9 常 楽 院 関 係 展 示 資 料
本 企 画 展 で は ， 妙 音 天 と 宝 山 検 校 の も の と さ れ る 琵 琶 （ 日 置 市 指 定 文 化 財 ） を 展 示 し た （ 図 9 ) 。
蕊
天 昌 寺 跡
永 吉 島 津 氏 の 菩 提 寺 で 日 置 市 指 定 の 史 跡 で あ る 。 元 中 2 ( 1 3 8 5 )- ｡
年 ， 石 屋 真 梁 が 建 立 さ れ た と さ れ る 。 も と は 妙 通 寺 と 呼 ば れ ， 島 津
義 弘 の 甥 で あ る 島 津 豊 久 が 関 ヶ 原 で 戦 死 し た 後 ， 遺 臣 た ち が 日 向 佐
土 原 か ら 永 吉 に 移 住 し ， こ こ に 墓 を 建 て 天 昌 寺 と し た 。 天 昌 寺 は 二
代 豊 久 の 法 名 「 天 岑 昌 運 大 居 士 」 に ち な ん で お り ， 豊 久 以 来 歴 代 の
永 吉 領 主 と そ の 家 族 の 墓 が あ る （ 図 1 0 ) 。
吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 に は ， 天 昌 寺 の 肉 筆 画 が 所 蔵 さ れ て い て ， そ
の サ イ ズ は 幅 約 7 6 5 c m , 長 さ 約 1 4 2 c m で あ る 。 江 戸 時 代 後 期 に 編 蟇, " ､ ~ f
さ れ た 「 三 国 名 勝 図 会 』 （ 五 代 他 編 1 9 6 6 ） の 天 昌 寺 の 図 に 構 図 や 人
物 の 数 や 配 置 が 類 似 し て い る 。
本 企 画 展 で は ， 肉 筆 画 の 写 真 パ ネ ル を 展 示 し た （ 図 l 1 ) 。
､ ゞ 異 る 寺 剛 芳 勤 ゞ ‐
図 1 1 天 昌 寺 肉 筆 画 の 写 真 パ ネ ル
伊 作 城 跡
日 置 市 吹 上 町 中 原 の ， 標 高 約 7 0 m の 台 地 に 築 か れ て い る 。 面 積 5 0 h a と 南 九 州 屈 指 の 巨 大 な 中 世 山 城 で
あ る 。 南 北 朝 時 代 ( 1 3 3 7 ～ 1 3 9 2 ) に ，島 津 本 家 4 代 忠 宗 の 弟 ， 久 長 が 伊 作 荘 地 頭 職 を 得 て 伊 作 島 津 家 の 始
祖 と な り ， こ の 城 を 築 い た 。 そ の 後 1 0 代 忠 良 （ 日 新 公 ） に 至 る ， お よ そ 2 5 0 年 間 の 伊 作 島 津 氏 の 居 城 と な っ
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図 1 3 亀 丸 城
図 1 2 亀 丸 城 と 蔵 之 城 を 隔 て る 空 堀
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図 1 5 黒 川 洞 穴
図 1 4 伊 作 城 関 係 展 示 資 料
た 。 戦 国 島 津 氏 の 基 礎 を 築 い た 忠 良 ， そ の 孫 で ， 三 州 統 一 を 成 し 遂 げ ， 九 州 を も 制 覇 し よ う と し た 義 久 ・
義 弘 ら 4 兄 弟 も こ の 地 で 誕 生 し た 。 江 戸 時 代 は 藩 の 直 轄 地 と さ れ ， 重 要 な 城 と し て 麓 に 郷 士 が 配 さ れ て ，
城 の 地 形 も そ の ま ま 残 さ れ て い た 。 2 0 数 カ 所 の 曲 輪 が 存 在 し ， そ れ ら を 分 け る 空 堀 は 主 な も の だ け で も 2 7
本 を 数 え る （ 図 1 2 ) 。 最 も 長 い 空 堀 は 3 8 0 m も あ り ，高 さ 1 0 m 以 上 の 断 崖 を 持 つ 空 堀 も あ る 。
本 丸 で あ る 亀 丸 城 （ 鹿 児 島 県 の 史 跡 に 指 定 ） に は ， 忠 良 や 4 兄 弟 た ち の 誕 生 を 示 す 記 念 碑 や 誕 生 石 が 置
か れ て い る （ 図 1 3 ) 。
吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 に は ， 伊 作 城 で こ れ ま で に 行 わ れ た 発 掘 調 査 に よ っ て 出 土 し た 青 磁 や 土 師 器 ， 陶 器 ，
青 磁 や 染 付 銅 銭 な ど が 収 蔵 ・ 展 示 さ れ て い る 。
本 企 画 展 で は ， 土 師 器 , 磁 器 , 染 付 , 銅 銭 お よ び 参 照 資 料 と し て 赤 井 田 遺 跡 出 土 の 青 磁 碗 を 展 示 し た （ 図
1 4 ) 。
黒 川 洞 穴
吹 上 町 永 吉 に 位 置 し ， 川 の 浸 食 に よ っ て で き た 谷 の 斜 面 に あ る 洞 穴 で ， 縄 文 時 代 晩 期 の 「 黒 川 式 」 土 器
の 標 式 遺 跡 で も あ り ， 鹿 児 島 県 の 史 跡 に 指 定 さ れ て い る （ 図 1 5 ) 。 坊 野 小 学 校 教 諭 の 辻 正 徳 氏 に よ っ て 洞
穴 内 か ら 遺 物 が 発 見 さ れ ， 遺 跡 の 存 在 が 周 知 さ れ た 。 1 9 5 2( 昭 和 2 7 ) 年 以 降 ， 繰 り 返 し 発 掘 調 査 が 行 わ れ
て い る 。
黒 川 洞 穴 の 調 査 で は ， 各 時 期 の 縄 文 土 器 が 出 土 し て お り ， 弥 生 土 器 な ど 後 の 時 代 の 遺 物 も 少 量 出 土 す る
こ と か ら ， 長 期 間 に わ た っ て 洞 穴 が 生 活 空 間 と し て 利 用 さ れ た こ と が わ か る 。 ま た ， 石 器 な ど の 道 具 類
貝 輪 や 骨 製 の 垂 飾 品 ， 食 料 と し て の 貝 殻 や 動 物 の 骨 な ど が 発 見 さ れ ， 当 時 の 食 生 活 や 精 神 世 界 を 示 す 資 料
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図 1 7 入 来 遺 跡 の 大 石
図 1 6 黒 川 洞 穴 関 係 展 示 資 料
を 提 供 し て い る 。 さ ら に ， 縄 文 晩 期 の 遺 物 に 伴 う と さ れ る 女 性 の 埋 葬 人 骨 も 出 土 し た 。
な お ， 現 在 は 落 石 の 危 険 が あ り ， 内 部 は 立 ち 入 り 禁 止 と な っ て い る 。
吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 所 蔵 の 黒 川 洞 穴 出 土 資 料 数 は そ れ ほ ど 多 く は な い が ， 本 企 画 展 で は 「 黒 川 式 」 土 器 ，
獣 骨 ， 貝 輪 を 借 用 し 展 示 し た （ 図 1 6 ) 。
入 来 遺 跡
吹 上 町 入 来 に あ る 弥 生 時 代 か ら 古 墳 時 代 に か け て の 遺 跡 で ， 伊 作 川 下 流 域 左 岸 の 沖 積 平 野 に 張 り 出 し
た ， 標 高 約 2 0 m の 台 地 上 に あ る 。 吹 上 高 等 学 校 社 会 研 究 部 の 部 員 が ,1 9 6 7( 昭 和 4 2 ) 年 に 入 来 の 土 取 工
事 現 場 で 多 く の 土 器 を 採 集 し ， 断 面 に も 遺 構 を 確 認 し た こ と か ら 遺 跡 の 存 在 が 注 目 さ れ る よ う に な っ た 。
そ の 後 河 口 貞 徳 氏 ら が 4 回 に わ た っ て 発 掘 調 査 を 実 施 し た 。
調 査 で は ， 北 西 か ら 南 東 に ほ ぼ 直 線 に 伸 び る 溝 状 遺 構 が 検 出 さ れ ， 最 大 幅 約 1 . 5 m , 最 大 深 さ 1 . 1 5 m , 長
さ 4 7 m に も 及 ぶ 。 溝 の 中 か ら は 多 量 の 弥 生 土 器 や 石 器 ， 木 の 実 な ど の 遺 物 が 出 土 し た 。 別 地 点 で は 幅 約
3 . 0 m , 深 さ 1 . 2 5 m に も 及 ぶ 溝 状 遺 構 が 見 つ か っ て い る 。
溝 の 他 に は ， 住 居 跡 や 貯 蔵 穴 も 確 認 さ れ た 。 さ ら に ， 遺 跡 の 近 く に は ， 径 1 . 4 ～ 1 . 6 m , 厚 さ 2 0 ～ 3 0 c m ほ
ど の 2 枚 の 大 石 を 重 ね た も の が あ り （ 図 1 7 ) ， こ れ は 古 く か ら 「 支 石 墓 」 と 呼 ば れ て い る 。 調 査 に よ る と ，
大 石 は 元 の 位 置 か ら 動 か さ れ た 可 能 性 が 高 い が ， 近 く の 白 寿 遺 跡 や 石 塚 遺 跡 で も 同 様 の 大 石 が 見 つ か っ て
い る こ と か ら ， こ の 付 近 に 大 石 を 上 に 置 き ， そ の 下 に 遺 体 を 埋 葬 す る ， 支 石 墓 が 存 在 し た 可 能 性 が あ る 。
大 石 近 く か ら 弥 生 時 代 の 大 甕 の 破 片 が 出 土 し て お り ， 大 石 の 下 に あ っ た と 思 わ れ る 遺 体 を 埋 葬 す る 棺 は ，
甕 棺 で あ っ た と 推 定 で き る 。
鹿 児 島 県 の 弥 生 時 代 中 期 の 土 器 型 式 「 入 来 式 」 土 器 の 名 称 は ， こ の 遺 跡 か ら 出 土 し た 土 器 に 由 来 す る 。
本 企 画 展 で は ， 「 入 来 式 」 の 甕 と 小 型 壷 を 展 示 し た （ 図 1 8 ) 。
辻 堂 原 遺 跡
辻 堂 原 遺 跡 は 古 墳 時 代 を 中 心 と す る 集 落 遺 跡 で あ る 。 吹 上 高 等 学 校 社 会 研 究 部 の 部 員 が 道 路 工 事 の 際 の
断 面 に 炭 化 米 が 詰 ま っ た 貯 蔵 穴 を 発 見 し ， 「 花 熟 里 遺 跡 」 と し て 河 口 貞 徳 氏 ， 上 村 俊 雄 氏 ら が 調 査 を 行 っ
た こ と が , 遺 跡 の 周 知 の き っ か け と っ た 。 そ の 後 , 近 接 す る 吹 上 中 学 校 の 敷 地 内 で 遺 跡 の 存 在 が 確 認 さ れ ，
出 口 浩 氏 ， 池 畑 耕 一 氏 ら に よ っ て 本 格 的 な 調 査 が 行 わ れ た ( 1 次 調 査 ) 。ま た , 2 0 0 9( 平 成 2 1 ) 年 に は ， 吹
上 町 教 育 委 員 会 （ 現 日 置 市 教 育 委 員 会 ） に よ っ て 発 掘 調 査 が 実 施 さ れ た （ 2 次 調 査 ) 。
辻 堂 原 遺 跡 か ら は ， 溝 や 住 居 跡 な ど が 検 出 さ れ た 。 古 墳 時 代 の 溝 は 断 面 V 字 形 ， あ る い は U 字 形 を な し ，
集 落 を 弧 状 に 囲 む よ う に 検 出 さ れ た 。 断 面 が U 字 状 の 溝 は , l l l 5 2 . 8 m , 深 さ 1 . 0 m に も 及 ぶ が ， 途 中 で 切 れ
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図 1 9 辻 堂 原 遺 跡 関 係 展 示 資 料
図 1 8 入 来 遣 跡 関 係 展 示 資 料
る か ， 曲 が っ て い る 溝 も あ る こ と か ら ， 溝 の 掘 削 の 目 的 は 敵 か ら の 防 御 よ り も 集 落 の 部 分 を 区 画 す る 機 能
が 想 定 さ れ て い る 。 住 居 跡 は 計 1 4 1 軒 検 出 さ れ ， 方 形 と 円 形 の 形 態 が あ っ て ， 面 積 は 2 0 ㎡ 前 後 の も の が 多
く を 占 め る が ， 4 5 ㎡ を 超 え る 大 型 住 居 跡 も 見 つ か っ た 。 ま た 貯 蔵 穴 と み ら れ る 土 坑 も 2 5 ほ ど あ っ た 。 溝 や
住 居 跡 か ら は ， 多 量 の 土 器 が 出 土 し て お り ， 3 世 紀 後 半 か ら 6 世 紀 後 半 ご ろ の 土 器 が 主 体 と な る 。 古 墳 時
代 の 土 器 の う ち ， 中 期 の 土 器 型 式 に 対 し て 「 辻 堂 原 式 」 土 器 の 名 称 が 与 え ら れ ， 現 在 で も 広 く 用 い ら れ て
い る 。
辻 堂 原 遺 跡 か ら 出 土 し た 多 量 の 遣 物 は 日 置 市 教 育 委 員 会 が 管 理 し て お り ， 一 部 は 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 に
収 蔵 ・ 展 示 さ れ て い る 。
今 回 の 企 画 展 で は ， 各 種 の 土 器 や 軽 石 製 品 を 展 示 し た （ 図 1 9 ) 。
4 ． 3 本 企 画 展 示 で の 資 料 館 活 性 化 の 工 夫
ま ず ， 資 料 館 へ の 来 館 者 に ， 展 示 さ れ た 資 料 と 関 連 す る 史 跡 や 遺 跡 に 訪 れ て も ら う こ と を 意 図 し た 点 で
あ る 。 今 回 の 実 践 で は 行 う こ と が で き な か っ た が ， 吹 上 町 内 の 遺 跡 ・ 史 跡 の 訪 問 者 に ， 実 物 資 料 が 展 示 さ
れ た 鹿 児 島 国 際 大 学 ミ ュ ー ジ ア ム や 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 を 訪 れ て も ら え る よ う な 案 内 を 設 け る こ と で ’ 双
方 向 の 人 の 流 れ を 作 り 出 す こ と が で き る と 考 え て い る 。
ま た ， 解 説 の パ ネ ル の 説 明 は ， で き る だ け 短 く 簡 潔 に な る よ う に し た 。 ま た ， パ ネ ル 中 に も 画 像 を 用 い
て ， よ り わ か り や す い も の に な る よ う 努 め た 。
さ ら に ， 企 画 展 示 の 概 要 を 簡 潔 に ま と め た イ メ ー ジ ビ デ オ を 制 作 し ， 企 画 展 へ の 導 入 と し て 用 い る こ と
に 加 え ， こ れ を イ ン タ ー ネ ッ ト で 公 開 す る こ と に よ っ て ， 本 企 画 展 示 の 周 知 を 図 ろ う と し て い る 。 併 せ て
｢ 吹 上 チ ャ ン ネ ル 」 の 番 組 中 か ら ， 本 企 画 展 で 取 り 上 げ た 史 跡 や 遺 跡 と 関 連 す る も の を 紹 介 さ せ て も ら い ，
史 跡 ・ 遺 跡 を よ り 詳 し く ， ま た 身 近 に 感 じ て も ら え る よ う 意 図 し た 。
5 ． お わ り に
こ れ ま で の 調 査 ・ 研 究 に 基 づ き ， 日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 活 性 化 を 意 図 し て 実 践 し た 特 別 企 画 展 示 に
つ い て 述 べ て き た 。 本 企 画 展 の 開 催 時 期 の 関 係 か ら ， 本 稿 に 展 示 の 評 価 を 取 り 入 れ ら れ な か っ た こ と が 課
題 と し て あ げ ら れ る 。 今 後 展 示 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 実 施 お よ び 結 果 の 分 析 を 行 い ， 報 告 す る つ も り
で あ る 。
今 回 の 実 践 で は ， 史 跡 や 遺 跡 で の 体 験 に つ い て は 取 り 入 れ る こ と が で き な か っ た 。 史 跡 ・ 遺 跡 で 何 ら か
の 体 験 が で き る こ と は ， そ れ ら の 魅 力 を 増 す も の と 考 え ら れ る 。 例 え ば 常 楽 院 で は 妙 音 十 二 楽 に ち な み ，
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日 置 市 吹 上 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 を 目 指 し た 実 践 事 例
訪 問 者 が 実 際 に 用 い ら れ る 楽 器 を 用 い て 音 楽 を 奏 で る こ と が で き る と か ， 天 昌 寺 跡 で は 天 昌 寺 の 肉 筆 画 に
ち な み ， 寺 院 内 の 写 生 コ ン テ ス ト を 催 す こ と な ど が 考 え ら れ る 。
こ れ か ら も 引 き 続 き 日 置 市 歴 史 民 俗 資 料 館 の 活 性 化 へ の 試 み を 続 け た い 。 文 化 財 の 活 用 は も ち ろ ん の こ
と ， 観 光 と い う 視 点 を さ ら に 取 り 入 れ ， 鹿 児 島 県 内 有 数 の 良 質 な 泉 質 で 知 ら れ る 吹 上 温 泉 に ち な み ， 温 泉
を テ ー マ に し た 企 画 展 示 や , 1 9 8 4 年 に 廃 線 と な っ た 伊 集 院 と 枕 崎 を 結 ん で い た 鹿 児 島 交 通 枕 崎 線 の 昔 と 今
を テ ー マ に し た 企 画 展 示 な ど ， 今 回 の 企 画 展 示 と 同 様 に ， 資 料 館 と 現 地 と を 結 び つ け る こ と を 意 図 す る 形
で 実 践 し た い と 考 え て い る 。
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